








令和 7 年度 政治学研究科博士前期課程一般入試（A 日程） 
 

科目名 国際政治 
「解答又は解答例」及び「出題の意図」 

 
5 問から 2 問を選んで、それぞれ論述する形式のため一義的には解答が導き出せないた
め、重要となる要素のみを出題の意図として提示する。 
 
（1） では、安全保障のジレンマの結果、軍拡競争に走り、相互に軍事的な緊張が高ま

る現象を、ゲーム論の複数のゲームのタイプを使って説明し、ゲームのタイプに
よるジレンマ解消の難易度や解決方法を提示できるかどうかがポイントとなる。 

（2） では、国家の対外行動を説明する 3 つの分析レベル（国際システム、国家・国内、
個人）のうち、国家・国内に着眼して対外行動を説明するもので、多くの論者に
より国内政治に重要性が指摘されているため、そのいくつかを組み合わせて、安
全保障や経済の具体的事例に触れながら議論を展開できるかがポイントとなる。 

（3） では、公共財を定義し、気候変動、オゾン層の破壊、生物多様性の損失などのい
くつかの個別のケースを公共財の観点から位置づけ、問題解決のための国際制度
形成の発展や停滞を議論できるかどうかがポイントとなる。 

（4） では、東⻄冷戦、欧州経済の低迷、冷戦の終焉などの⼤きな流れのなかで起きた
欧州統合の進展、停滞、発展について、統合に関する諸理論に言及しながら説明
できるかがポイントとなる。 

（5） では、社会構成主義の研究で発展してきた規範に関する様々な理論に基づき、国
際社会における人権規範の浸透プロセスを説明できるかどうかがポイントとな
る。 

 
以上 

 









A 日程 東アジア 
問 1・問 2 ともに一義的に解答が導き出せないため、出題意図のみを掲載する。 
 
＜出題の意図＞ 
 大学院で研究を行うために必要な政治学・国際関係論の基本的な知識について確認し、
それを東アジアの具体的な事例に適応して論じる能力を問うた。Ⅰは政治体制の基本的な
問題、Ⅱは国際関係論からの出題であるが、専門領域の有利・不利を減らすために選択肢
を提示した。問 1・問 2 ともに、（1）基本的な知識の確認、（2）具体的な事例の説明、
（3）事例への理論の適用・議論と段階的に設問し、それぞれ評価する方式で採点した。 
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